


■ 結婚式祝
のりと

詞 ■
（京都府綾部市梅松苑 長生殿）

　
神
さ
ま
の
前
で

　
大
本
や
神
社
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

時
に
祭ま

つ
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
遠
い
昔
か
ら
、
人
び
と
は
自
然

の
恵
み
を
〝
神
さ
ま
か
ら
の
み
め
ぐ

み
〞
と
し
、
そ
の
こ
と
へ
の
感
謝
の

心
を
さ
さ
げ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　
結
婚
式
も
祭
の
一
つ
で
す
。

　
大
本
の
結
婚
式
で
は
、
夫
婦
に
な

る
二
人
の
こ
と
を
神
前
で
奉
告
し
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
頂
い
た
神

さ
ま
の
恵
み
に
感
謝
し
、
円
満
な
家

庭
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

大本の発祥地である京都府綾部市にあります。
日本の伝統建築で建てられた、銅板葺の屋根
が美しい建物です。結婚式はそのうちの白梅
殿で行います。

す
。
大
本
で
は
こ
の
故
事
に
な
ら
い
、

神
前
に
向
か
っ
て
左
側
か
ら
新
郎
が
、

右
側
か
ら
新
婦
が
ま
わ
り
、
玉
串
を

さ
さ
げ
ま
す
。

　
そ
の
後
、「
夫
婦
固
め
の
盃
」
で
、

島
台
の
前
で
盃
を
交
わ
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
儀
式
は
、
大
本
の
祭
典

楽
器
で
あ
る
八
雲
琴
の
音
色
が
場
内

に
響
く
中
で
行
わ
れ
ま
す
。

斎主が祝詞を奏上します。祝詞文には結
婚する２人が睦まじい家庭を築くことを
誓い、さらに子孫繁栄を願う言葉がつづ
られています。

■■  聖地の神殿で結婚式を ■■　
京都にある大本の２つの聖地では、年間を通して結婚式を受け付けています。
※定例の祭典日には式を行えませんので、お問い合わせください。

　
伊い

ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
諾
尊
、
伊い

ざ
な
み
の
み
こ
と

弉
冊
尊

　
の
神
示
に
な
ら
っ
て

　
神
前
式
は
明
治
時
代
に
大
正
天
皇

が
式
を
挙
げ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
が
、
元
を
た
ど
る
と
、

神か
み
よ代
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
古
事
記
に
よ
る
と
、
神
生
み
、
国

生
み
を
し
た
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊

は
、
天
の
み
柱
を
伊
弉
諾
尊
は
左
側

か
ら
、
伊
弉
冊
尊
は
右
側
か
ら
ま
わ

り
、
再
び
出
会
っ
て
言
葉
を
か
け
ま

教祖の一人・出口王仁三郎聖師さまの出身地で
ある京都府亀岡市にあります。神殿造りに現代
様式をとりいれた大本独特の建物です。この神
殿で結婚式を行います。

■ 長生殿 ■■ 万祥殿 ■

京都にある大本の２つの聖地では、年間を通して結婚式を受け付けています。

大本いろは

結婚式の前に、結納の儀を行い
ます。結納では、新郎と新婦が
互いを讃える和歌を読み上げま
す。和歌が書かれた短冊は、新
郎の歌は松の枝に、新婦の歌は
梅の枝につけられています。こ
れを仲人から受け取り、歌を読
み上げます。その後、仲人を介
して短冊を交換し、神前にお供
えします。
この儀式は結婚式の中でも行え
ます。古式にならい、歌で気持
ちを交わすことも、奥ゆかしい
ものです。

伊弉諾尊、伊弉冊尊が天のみ柱をまわったように、
新郎新婦は島台の前後で左右に交差しながら神前へ
進みます。玉串をささげてからは、島台で入れ替わ
らずに席へ戻ります。帰りも入れ替わるとせっかく
の夫婦の契りが解けてしまうからです。

■ 結納の儀 ■

■ 玉串捧
ほうてん

奠 ■
（京都府亀岡市天恩郷 万祥殿）

神前と新郎新婦の席の間に設け
られた島台には、高砂松をかた
どった松が飾られています。そ
のほかに白砂（または白米）、
鶴（雄、雌、雛）、亀２匹、尉、
姥などを飾ります。

■ 平安時代のいでたちで ■

■ 島台 ■

新郎は狩衣（かりぎぬ）を、新婦は
十二単（じゅうにひとえ）を着用で
きます。どちらも平安時代にできた
古式ゆかしい衣装です。狩衣は公家
が着用したのが始まりで、十二単は
公家の妻が着用していました。

能
「
高た
か
さ
ご砂
」
は
夫
婦
に
ま
つ
わ
る
話

 

〝 

高
砂
や
〜 
〞
の
フ
レ
ー
ズ
に
、
聞
き
覚

え
の
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
で
結
婚
式
の
シ
ー
ン
に
、
祝

し
ゅ
う
げ
ん言と
し

て
謡
わ
れ
た
り
す
る
曲
で
す
。

　
高
砂
は
、
神
さ
ま
が
主
人
公
の
能
で
す
。

さ
ら
に
、
夫
婦
に
つ
い
て
物
語
が
進
む
の

が
、
高
砂
の
特
徴
で
す
。
謡

う
た
い
や
舞
に
は
、

夫
婦
の
長
寿
の
願
い
が
た
く
さ
ん
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。


